
農
業
の
担
い
手
に
対
す
る
経
営
安
定
の
た
め
の
交
付
金
の
交
付
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

省
令

農
業
の
担
い
手
に
対
す
る
経
営
安
定
の
た
め
の
交
付
金
の
交
付
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
十
八
年
農
林
水
産

省
令
第
五
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
加
え
る
。

改

正

後

改

正

前

附

則

附

則

（
平
成
二
十
九
年
七
月
九
州
北
部
豪
雨
の
被
災
者

に
係
る
積
立
金
の
納
付
期
限
の
特
例
）

第
十
五
条

平
成
二
十
九
年
七
月
九
州
北
部
豪
雨
に

よ
る
災
害
が
発
生
し
た
時
に
お
い
て
、
当
該
災
害

に
際
し
災
害
救
助
法
が
適
用
さ
れ
た
市
町
村
の
区

域
内
に
住
所
を
有
し
て
い
た
者
が
行
う
第
十
一
条

第
一
項
第
二
号
イ
の
規
定
に
よ
る
平
成
二
十
九
年

度
に
お
け
る
選
択
し
た
額
の
納
付
に
つ
い
て
の
同

号
イ
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、同
号
イ
中「
の

交
付
前
年
度
に
お
け
る
」
と
あ
る
の
は
「
の
平
成

二
十
九
年
度
に
お
け
る
」
と
、「
当
該
交
付
前
年
度

に
」
と
あ
る
の
は
「
同
年
度
に
」
と
、「
当
該
交
付

前
年
度
の
七
月
三
十
一
日
」
と
あ
る
の
は
「
平
成

二
十
九
年
九
月
三
十
日
」
と
す
る
。

（
新
設
）

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

改

正

後

改

正

前

（
輸
入
場
所
の
指
定
）

（
輸
入
場
所
の
指
定
）

第
六
条

法
第
六
条
第
三
項
の
港
及
び
飛
行
場
を
次

の
と
お
り
定
め
る
。

第
六
条

法
第
六
条
第
三
項
の
港
及
び
飛
行
場
を
次

の
と
お
り
定
め
る
。

一

港

紋
別
港
、
網
走
港
、
根
室
港
、花
咲
港
、

釧
路
港
、
十
勝
港
、
苫
小
牧
港
、
室
蘭
港
、
函

館
港
、
小
樽
港
、
石
狩
湾
港
、
留
萌
港
、
稚
内

港
、
青
森
港
、
八
戸
港
、
久
慈
港
、
宮
古
港
、

石
港
、
大
船
渡
港
、
石
巻
港
、仙
台
塩

港
、

秋
田
船
川
港
、
能
代
港
、
酒
田
港
、
相
馬
港
、

小
名
浜
港
、
日
立
港
、
常
陸
那
珂
港
、鹿
島
港
、

一

港

紋
別
港
、
網
走
港
、
根
室
港
、花
咲
港
、

釧
路
港
、
十
勝
港
、
苫
小
牧
港
、
室
蘭
港
、
函

館
港
、
小
樽
港
、
石
狩
湾
港
、
留
萌
港
、
稚
内

港
、
青
森
港
、
八
戸
港
、
久
慈
港
、
宮
古
港
、

石
港
、
大
船
渡
港
、
石
巻
港
、仙
台
塩

港
、

秋
田
船
川
港
、
能
代
港
、
酒
田
港
、
相
馬
港
、

小
名
浜
港
、
日
立
港
、
常
陸
那
珂
港
、鹿
島
港
、

二

（
略
）

二

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

木
更
津
港
、
千
葉
港
、
京
浜
港
、
横
須
賀
港
、

姫
川
港
、
直
江
津
港
、
柏
崎
港
、
新
潟
港
、
伏

木
富
山
港
、
七
尾
港
、
金
沢
港
、
内
浦
港
、
敦

賀
港
、
福
井
港
、
田
子
の
浦
港
、
清
水
港
、
御

前
崎
港
、
三
河
港
、
衣
浦
港
、
名
古
屋
港
、
四

日
市
港
、
津
港
、
舞
鶴
港
、
阪
南
港
、阪
神
港
、

姫
路
港
、
新
宮
港
、
日
高
港
、和
歌
山
下
津
港
、

鳥
取
港
、
境
港
、
浜
田
港
、
宇
野
港
、水
島
港
、

福
山
港
、
尾
道
糸
崎
港
、
竹
原
港
、
呉
港
、
広

島
港
、
岩
国
港
、
平
生
港
、
徳
山
下
松
港
、
三

田
尻
中
関
港
、
山
口
港
、
宇
部
港
、
関
門
港
、

徳
島
小
松
島
港
、
詫
間
港
、
丸
亀
港
、坂
出
港
、

高
松
港
、
宇
和
島
港
、
松
山
港
、
今
治
港
、
新

居
浜
港
、
三
島
川
之
江
港
、
高
知
港
、須
崎
港
、

博
多
港
、
苅
田
港
、
三
池
港
、
唐
津
港
、
伊
万

里
港
、
長
崎
港
、
佐
世
保
港
、
比
田
勝
港
、
厳

原
港
、
水
俣
港
、
八
代
港
、
三
角
港
、熊
本
港
、

大
分
港
、
佐
伯
港
、
細
島
港
、
油
津
港
、
志
布

志
港
、
鹿
児
島
港
、
川
内
港
、
米
ノ
津
港
、
金

武
中
城
港
、
那
覇
港
、
平
良
港
、
石
垣
港

木
更
津
港
、
千
葉
港
、
京
浜
港
、
横
須
賀
港
、

姫
川
港
、
直
江
津
港
、
柏
崎
港
、
新
潟
港
、
伏

木
富
山
港
、
七
尾
港
、
金
沢
港
、
内
浦
港
、
敦

賀
港
、
田
子
の
浦
港
、
清
水
港
、
御
前
崎
港
、

三
河
港
、
衣
浦
港
、
名
古
屋
港
、
四
日
市
港
、

津
港
、
舞
鶴
港
、
阪
南
港
、
阪
神
港
、姫
路
港
、

新
宮
港
、
日
高
港
、
和
歌
山
下
津
港
、鳥
取
港
、

境
港
、
浜
田
港
、
宇
野
港
、
水
島
港
、福
山
港
、

尾
道
糸
崎
港
、
竹
原
港
、
呉
港
、
広
島
港
、
岩

国
港
、
平
生
港
、
徳
山
下
松
港
、
三
田
尻
中
関

港
、
山
口
港
、
宇
部
港
、
関
門
港
、
徳
島
小
松

島
港
、
詫
間
港
、
丸
亀
港
、
坂
出
港
、高
松
港
、

宇
和
島
港
、
松
山
港
、
今
治
港
、
新
居
浜
港
、

三
島
川
之
江
港
、
高
知
港
、
須
崎
港
、博
多
港
、

苅
田
港
、
三
池
港
、
唐
津
港
、
伊
万
里
港
、
長

崎
港
、
佐
世
保
港
、
比
田
勝
港
、
厳
原
港
、
水

俣
港
、
八
代
港
、
三
角
港
、
熊
本
港
、大
分
港
、

佐
伯
港
、
細
島
港
、
油
津
港
、
志
布
志
港
、
鹿

児
島
港
、
川
内
港
、
米
ノ
津
港
、金
武
中
城
港
、

那
覇
港
、
平
良
港
、
石
垣
港

改

正

後

改

正

前

（
地
域
の
農
業
の
振
興
に
関
す
る
地
方
公
共
団
体

の
計
画
に
従
つ
て
行
わ
れ
る
農
地
の
転
用
）

（
地
域
の
農
業
の
振
興
に
関
す
る
地
方
公
共
団
体

の
計
画
に
従
つ
て
行
わ
れ
る
農
地
の
転
用
）

第
三
十
八
条

令
第
四
条
第
一
項
第
二
号
ヘ

の
農

林
水
産
省
令
で
定
め
る
計
画
は
、
農
業
振
興
地
域

の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第

五
十
八
号
）
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
市
町
村

第
三
十
八
条

令
第
四
条
第
一
項
第
二
号
ヘ

の
農

林
水
産
省
令
で
定
め
る
計
画
は
、
農
業
振
興
地
域

の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第

五
十
八
号
）
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
市
町
村

平成 年 月 日 月曜日 (号外第 号)官 報
〇
農
林
水
産
省
令
第
四
十
八
号

植
物
防
疫
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
五
十
一
号
）
第
六
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
植
物
防
疫
法
施
行
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
九
年
七
月
三
十
一
日

農
林
水
産
大
臣

山
本

有
二

植
物
防
疫
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

植
物
防
疫
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
農
林
省
令
第
七
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
加
え
る
。

〇
農
林
水
産
省
令
第
四
十
九
号

農
地
法
施
行
令
及
び
農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
平
成
二
十
九
年
政

令
第
二
百
十
一
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
農
地
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
二
十
九
号
）
第
四
条
第
六
項
第

三
号
及
び
第
五
条
第
二
項
第
三
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
農
地
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定

め
る
。平

成
二
十
九
年
七
月
三
十
一
日

農
林
水
産
大
臣

山
本

有
二

農
地
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

農
地
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
七
年
農
林
省
令
第
七
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定

の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。



第
三
十
九
条

令
第
四
条
第
一
項
第
二
号
ヘ

の
農

林
水
産
省
令
で
定
め
る
要
件
は
、
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
施
設
を
前
条
に
規
定
す
る
計
画
に
従

つ
て
整
備
す
る
た
め
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と

と
す
る
。

第
三
十
九
条

令
第
四
条
第
一
項
第
二
号
ヘ

の
農

林
水
産
省
令
で
定
め
る
要
件
は
、
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
施
設
を
前
条
に
規
定
す
る
計
画
に
従

つ
て
整
備
す
る
た
め
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と

と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
又
は
同
計
画
に
沿
つ
て

当
該
計
画
に
係
る
区
域
内
の
農
地
の
効
率
的
な
利

用
を
図
る
観
点
か
ら
市
町
村
が
策
定
す
る
計
画
と

す
る
。

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
又
は
同
計
画
に
沿
つ
て

当
該
計
画
に
係
る
区
域
内
の
農
地
の
効
率
的
な
利

用
を
図
る
観
点
か
ら
市
町
村
が
策
定
す
る
計
画
と

す
る
。

（
申
請
に
係
る
農
地
の
全
て
を
申
請
に
係
る
用
途

に
供
す
る
こ
と
が
確
実
と
認
め
ら
れ
な
い
事
由
）

（
申
請
に
係
る
農
地
の
全
て
を
申
請
に
係
る
用
途

に
供
す
る
こ
と
が
確
実
と
認
め
ら
れ
な
い
事
由
）

第
四
十
七
条

法
第
四
条
第
六
項
第
三
号
の
農
林
水

産
省
令
で
定
め
る
事
由
は
、次
の
と
お
り
と
す
る
。

第
四
十
七
条

法
第
四
条
第
六
項
第
三
号
の
農
林
水

産
省
令
で
定
め
る
事
由
は
、次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
〜
四

（
略
）

一
〜
四

（
略
）

五

申
請
に
係
る
事
業
が
工
場
、
住
宅
そ
の
他
の

施
設
の
用
に
供
さ
れ
る
土
地
の
造
成
（
そ
の
処

分
を
含
む
。）の
み
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る

こ
と
。
た
だ
し
、
次
に
掲
げ
る
場
合
は
、
こ
の

限
り
で
な
い
。

五

申
請
に
係
る
事
業
が
工
場
、
住
宅
そ
の
他
の

施
設
の
用
に
供
さ
れ
る
土
地
の
造
成
（
そ
の
処

分
を
含
む
。）の
み
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る

こ
と
。
た
だ
し
、
次
に
掲
げ
る
場
合
は
、
こ
の

限
り
で
な
い
。

イ
〜
ワ

（
略
）

イ
〜
ワ

（
略
）

カ

地
域
経
済
牽
引
事
業
の
促
進
に
よ
る
地
域

の
成
長
発
展
の
基
盤
強
化
に
関
す
る
法
律

（
平
成
十
九
年
法
律
第
四
十
号
）
第
十
四
条

第
二
項
に
規
定
す
る
承
認
地
域
経
済
牽
引
事

業
計
画
に
基
づ
き
同
法
第
十
一
条
第
二
項
第

一
号
に
規
定
す
る
土
地
利
用
調
整
区
域
内
に

お
い
て
同
法
第
十
三
条
第
三
項
第
一
号
に
規

定
す
る
施
設
の
用
に
供
さ
れ
る
土
地
を
造
成

す
る
た
め
農
地
を
農
地
以
外
の
も
の
に
す
る

場
合
で
あ
つ
て
、
当
該
農
地
が
当
該
施
設
の

用
に
供
さ
れ
る
こ
と
が
確
実
と
認
め
ら
れ
る

と
き
。

カ
及
び
ヨ

削
除

ヨ

削
除

タ
〜
ラ

（
略
）

タ
〜
ラ

（
略
）

（
申
請
に
係
る
農
地
又
は
採
草
放
牧
地
の
全
て
を

申
請
に
係
る
用
途
に
供
す
る
こ
と
が
確
実
と
認
め

ら
れ
な
い
事
由
）

（
申
請
に
係
る
農
地
又
は
採
草
放
牧
地
の
全
て
を

申
請
に
係
る
用
途
に
供
す
る
こ
と
が
確
実
と
認
め

ら
れ
な
い
事
由
）

第
五
十
七
条

法
第
五
条
第
二
項
第
三
号
の
農
林
水

産
省
令
で
定
め
る
事
由
は
、次
の
と
お
り
と
す
る
。

第
五
十
七
条

法
第
五
条
第
二
項
第
三
号
の
農
林
水

産
省
令
で
定
め
る
事
由
は
、次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
〜
四

（
略
）

一
〜
四

（
略
）

改

正

後

改

正

前

（
公
害
防
止
に
要
す
る
費
用
）

（
公
害
防
止
に
要
す
る
費
用
）

第
八
条

法
第
三
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
公
害

防
止
に
要
す
る
費
用
で
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る

も
の
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
費
用
（
法
第
十
二

条
に
規
定
す
る
経
営
安
定
関
連
保
証
、
激
甚
じ
ん

災
害
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
等
に

関
す
る
法
律（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
五
十
号
）

第
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
災
害
関
係
保
証
、

中
小
企
業
に
お
け
る
労
働
力
の
確
保
及
び
良
好
な

雇
用
の
機
会
の
創
出
の
た
め
の
雇
用
管
理
の
改
善

第
八
条

法
第
三
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
公
害

防
止
に
要
す
る
費
用
で
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る

も
の
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
費
用
（
法
第
十
二

条
に
規
定
す
る
経
営
安
定
関
連
保
証
、
激
甚
じ
ん

災
害
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
等
に

関
す
る
法
律（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
五
十
号
）

第
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
災
害
関
係
保
証
、

中
小
企
業
に
お
け
る
労
働
力
の
確
保
及
び
良
好
な

雇
用
の
機
会
の
創
出
の
た
め
の
雇
用
管
理
の
改
善

五

申
請
に
係
る
事
業
が
工
場
、
住
宅
そ
の
他
の

施
設
の
用
に
供
さ
れ
る
土
地
の
造
成
（
そ
の
処

分
を
含
む
。）の
み
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る

こ
と
。
た
だ
し
、
次
に
掲
げ
る
場
合
は
、
こ
の

限
り
で
な
い
。

五

申
請
に
係
る
事
業
が
工
場
、
住
宅
そ
の
他
の

施
設
の
用
に
供
さ
れ
る
土
地
の
造
成
（
そ
の
処

分
を
含
む
。）の
み
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る

こ
と
。
た
だ
し
、
次
に
掲
げ
る
場
合
は
、
こ
の

限
り
で
な
い
。

イ
〜
ワ

（
略
）

イ
〜
ワ

（
略
）

カ

地
域
経
済
牽
引
事
業
の
促
進
に
よ
る
地
域

の
成
長
発
展
の
基
盤
強
化
に
関
す
る
法
律
第

十
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
承
認
地
域
経
済

牽
引
事
業
計
画
に
基
づ
き
同
法
第
十
一
条
第

二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
土
地
利
用
調
整
区

域
内
に
お
い
て
同
法
第
十
三
条
第
三
項
第
一

号
に
規
定
す
る
施
設
の
用
に
供
さ
れ
る
土
地

を
造
成
す
る
た
め
法
第
三
条
第
一
項
本
文
に

掲
げ
る
権
利
が
設
定
さ
れ
、
又
は
移
転
さ
れ

る
場
合
で
あ
つ
て
、
申
請
に
係
る
農
地
又
は

採
草
放
牧
地
が
当
該
施
設
の
用
に
供
さ
れ
る

こ
と
が
確
実
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

カ
及
び
ヨ

削
除

ヨ

削
除

タ
〜
ラ

（
略
）

タ
〜
ラ

（
略
）

附

則

こ
の
省
令
は
、
企
業
立
地
の
促
進
等
に
よ
る
地
域
に
お
け
る
産
業
集
積
の
形
成
及
び
活
性
化
に
関
す
る
法
律
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
九
年
法
律
第
四
十
七
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
九
年
七
月
三
十
一
日
）
か
ら
施
行

す
る
。

平成 年 月 日 月曜日 (号外第 号)官 報

〇
経
済
産
業
省
令
第
五
十
八
号

企
業
立
地
の
促
進
等
に
よ
る
地
域
に
お
け
る
産
業
集
積
の
形
成
及
び
活
性
化
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
（
平
成
二
十
九
年
法
律
第
四
十
七
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
中
小
企
業
信
用
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省

令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
九
年
七
月
三
十
一
日

経
済
産
業
大
臣

世
耕

弘
成

中
小
企
業
信
用
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

中
小
企
業
信
用
保
険
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
七
年
通
商
産
業
省
令
第
十
四
号
）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
は
、
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ

る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。


